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岩手県におけるチュウブヒメマルクビゴミムシの記録
A new distributional record of Nebria (Falcinebria) niohozana Bates, 1883 

(Coleoptera, Carabidae) from Iwate Prefecture, Honshû, Japan
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Abstract: Nebria (Falcinebria) niohozana Bates, 1883 is recorded 

from Mt. Mahirudake, Iwate Prefecture, Honshû, Japan. This is the 

northernmost collection record of the species and the first record 

for Iwate Prefecture.

チ ュ ウ ブ ヒ メ マ ル ク ビ ゴ ミ ム シ Nebria (Falcinebria) 
niohozana Bates, 1883 は、Nebria reflexa Bates, 1883 の変種と
して記載され、後に亜種として扱われるようになったが、
Sasakawa（2020）によって現在は独立種とされている。本
種の分布は広く、鳥海山（山形県）から白山（石川県）ま
で記録されている（Sasakawa，2020）。筆者はこれまで記録
がない岩手県で本種を採集したので報告する。

1 ♂( 図 1–3)，岩手県和賀郡西和賀町真昼岳，3. X. 2018，
筆者採集（沢沿いの石起こし），笹川幸治同定・保管．

今回採集された真昼岳は、鳥海山から約 67 km 離れており、
本種の最北記録となる。本種は東北地方から中部地方にか
けて広く分布する可能性が考えられ、N. reflexa と同定され
ていた標本の再検討と分布の空白地域の調査が望まれる。
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図 1–3 真昼岳産チュウブヒメマルクビゴミムシ雄（1 全形背

面、2 雄交尾器内袋右側面、3 同背面）
Figs 1–3 Nebria niohozana male from Mt. Mahirudake (1 Habitus 

dorsal view, 2 Endophallus right lateral view, 3 Endophallus dorsal 

view)


